
　　　　ジイソプロピルナフタリンの分解度試験成績報告書

　　分子式　C16H20
　　種　造　式
　　　　　　　　　　　　　　　　蹴

　　　　　　　　粛
　　　　性状　融点　500旭　比重　α959

　　　　　　　　純度　　D工PN　96．8彰※D工PT　21

　　　　　　　　　　　※ジイソプロピルテトラリン　　丁工PN　1．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

繕lil卜一一頒一・
　　　試料濃度50卿　汚泥難度100P如　　試験期間4週間

　5．1、試験装置辱

　　　　酸素消費量自動測定機

　ゑ2　酸素消費量測定

　　　　孟1の記鳥によネ

　53　生合解試験移の直接定量法

　　（a）　使用分析機器

　　　　　ガスクロマトグラ7　検出器FエD

1、　試験期間　　昭和52年6月25日～昭和5ク年8月22β

2試料名　ジイソプロピルナフタ”ン（試料煮K－14）

5．試験方法及び条件

（
b
） 分析試料の前処理

　　　　．『一一試験液一

　　　　　　　←皿一ヘキサン40ml
　　　　　　　　・抽出（振とう15分間）

　　　　水　　　層　　　　n略キツ1芝層’

　　　　　　　　　　　　　・ろ遇（一1PSろ紙伸用）

　　　　　　　　　　　　　　’5鯉定容
　　　　　　　　　　　　　’・逐ミ皿発取

　　　　　　　　　　　　　　内標準ナフ4リシ組0㎜2凪

　　　　　　　　　　　GC試料

　（c）分析条件

　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器F工D

　　　　キャリアガス　　N・

　　　充でん剤　4多OV－4／クロモソルブW

　　　　ガラスカラム　　2皿φ×2皿

　　　　カラム温度　 90～200℃昇瀬1速度5で／mi五

4　試験結果．

外解度（多） 付　　図 付　　　表

酸素消費量による結集・ 0 1
｝

〔｝　c　による結果 Z6 2．5 1

5．備　　考

　供試物質は性体であるため10μ1（地声0．959）を撰取して試験

　げ供レた．

　又ク一口メ一夕ー什込時は水面に浮んでいた・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


